
、

行
　
　
館
弐
番

発
　
　
民

圓
号
公
清
6

即
7
綱
沢
代

4
1
松
　
松

年
－
郡
富
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第
城
　
話

和
　
　
頸
長

昭
　
　
東
館
電

印刷　訟代印刷所

昭
和
四
十
二
年
度
定
例
町
議
会
開
か
る

餐婁ハ

昭
和
四
十
二
年
度
予
算
な
ど
議
決
曇
達

　
去
る
三
月
八
日
よ
り
四
日
間
に
わ
た

り
、
予
算
町
議
会
と
称
せ
ら
れ
る
定
例

町
議
会
が
開
か
れ
、
次
の
議
題
が
提
出

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

議
第
剛
号
　
　
昭
和
四
一
年
度
松
代
町

　
一
般
会
計
才
入
才
出
補
正
予
算

　
　
（
九
二
二
万
円
を
追
加
）

議
第
二
号
　
　
昭
和
四
一
年
度
松
代
町

　
特
別
会
計
国
民
健
康
保
険
事
業
才
入

　
才
出
補
正
予
算

　
　
（
一
五
三
万
円
を
追
加
）

議
第
三
号
　
　
昭
和
四
一
年
度
松
代
町

　
特
別
会
計
建
設
機
械
施
設
事
業
才
入

　
才
出
補
正
予
算

　
　
（
一
〇
〇
万
円
を
追
加
）

議
第
四
号
　
　
新
潟
県
町
村
人
事
事
務

　
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

　
増
減
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議
第
五
号
　
　
松
代
町
災
害
救
助
条
例

　
の
制
定
に
つ
い
て

　
（
目
的
）
こ
の
条
例
は
、
災
害
に
際
し

　
て
、
町
が
応
急
的
に
必
要
な
救
助
を

　
行
な
い
災
害
に
か
か
っ
た
者
の
保
護

　
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

　
（
救
助
の
実
施
要
件
）
こ
の
条
例
に

　
よ
る
救
助
は
、
災
害
救
助
法
が
適
用

　
さ
れ
な
い
災
害
で
あ
っ
て
、
次
に
定

　
め
る
程
度
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合

　
で
当
該
災
害
に
か
か
り
現
に
救
助
を

　
必
要
と
す
る
者
に
対
し
て
行
な
う
も

　
の
と
す
る

　
L
　
住
家
が
滅
失
し
た
世
帯
数
が
二

　
　
十
以
上
に
達
し
た
場
合

　
2
。
　
前
号
の
基
準
に
達
し
な
い
が
多

　
　
数
の
世
帯
の
住
家
が
滅
失
し
、
町

　
　
長
が
特
に
必
要
と
認
め
た
場
合

　
よ
　
多
数
の
者
が
生
命
又
は
身
体
に

　
　
危
害
を
受
け
叉
は
受
け
る
お
そ
れ

　
　
が
生
じ
た
場
合

　
　
（
条
例
第
三
号
よ
り
の
抜
葦
）

議
第
六
号
　
　
松
代
町
土
木
事
業
費
負

　
　
担
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
　
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
七
号
　
　
松
代
町
議
会
事
務
局
設

　
　
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
八
号
　
　
松
代
町
議
会
の
議
員
の

　
　
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

　
　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　
　
制
定
に
つ
い
て

議
第
九
号
　
松
代
町
特
別
職
の
職
員
で

　
　
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

　
　
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　
　
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
一
〇
号
　
松
代
町
特
別
職
の
職
員

　
　
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　
　
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
閣
ロ
号
　
　
松
代
町
教
育
委
員
会

　
　
教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等

　
　
に
関
す
る
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
一
二
号
　
　
松
代
町
職
員
の
給
与

　
　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
　
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
＝
一
一
号
　
　
松
代
町
職
員
の
旅
費

　
　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
　
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
剛
四
号
　
　
松
代
町
職
員
の
定
数

　
　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　
　
制
定
に
つ
い
て

議
第
一
五
号
　
　
松
代
町
税
条
例
の
一

　
　
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

　
　
い
て

議
第
＝
ハ
号
　
　
松
代
町
有
機
械
施
設

　
　
使
用
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
ロ
七
号
　
　
昭
和
四
二
年
度
松
代

　
　
町
一
般
会
計
才
入
才
出
予
算

　
　
　
　
（
別
記
に
明
細
）

議
第
一
八
号
　
　
昭
和
四
二
年
等
松
代

　
　
町
特
別
会
計
国
民
健
康
保
険
事
業

　
　
才
入
才
出
予
算

議
第
一
九
号
　
　
昭
和
四
二
年
度
松
代

　
　
町
特
別
会
計
建
設
機
械
施
設
事
業

　
　
才
入
才
出
予
算

議
第
二
〇
号
　
　
昭
和
四
二
年
度
松
代

　
　
町
特
別
会
計
簡
易
水
道
事
業
才
入

　
　
才
出
予
算

議
第
二
一
号
　
　
昭
和
四
二
年
度
松
代

　
　
町
特
別
会
計
農
業
共
済
事
業
才
入

　
　
才
出
予
算

議
第
ニ
ニ
号
　
　
松
代
町
議
会
委
員
会

　
　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　
　
制
定
に
つ
い
て

議
第
二
三
号
　
　
松
代
町
固
定
資
産
評

　
　
価
審
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
　
　
鈴
木
周
平
（
松
代
）

議
第
二
四
号
　
　
松
代
町
道
路
審
議
会

　
　
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
二
五
号
　
　
農
業
共
済
条
例
の
一

　
　
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

　
　
い
て

議
第
二
六
号
　
　
新
潟
県
刈
羽
郡
高
柳

　
　
町
・
東
頸
城
郡
松
代
町
学
校
組
合

　
　
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
増

　
　
減
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議
第
二
七
号
　
　
新
潟
県
刈
羽
郡
高
柳

　
　
町
・
東
頸
城
郡
松
代
町
学
校
組
合

　
　
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

11》



121

…
喀
和
四
十
二
年
度
当
初
予
算
が
議
決
…
”
旨
”
・

幽
般
会
計
総
額
は
二
億
〇
九
二
五
万
円

　
か
ね
て
提
出
さ
れ
て
い
た
昭
和
四
十

二
年
度
一
般
会
計
才
入
オ
出
予
算
が
三

月
八
日
よ
り
四
日
問
に
わ
た
り
町
議
会

に
お
い
て
慎
重
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り

通
過
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
当
初
予
算
は
一
般
会
計

予
算
総
額
二
億
〇
九
二
五
万
円
と
な
り

こ
れ
は
昨
年
度
の
二
億
一
二
四
〇
万
円

よ
り
三
一
四
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
重
点
を
全
地
域
に
と
い

う
方
針
で
民
生
費
、
農
林
業
費
、
土
木

費
、
教
育
費
が
多
き
な
割
合
い
を
し
め

中
で
も
土
木
費
は
七
八
四
万
円
の
増
と

な
り
、
民
生
費
も
三
一
六
万
円
増
と
大

型
な
予
算
が
打
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
町
内
全
地
域
に
目
を
通

し
、
本
当
の
意
味
で
の
行
政
を
お
し
進

め
よ
う
と
す
る
こ
と
を
示
し
、
今
後
の

方
向
付
け
ん
の
第
一
歩
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
尚
事
項
別
明
細
は
別
記
の
通
り
で

す
。昭
和
四
十
二
年
度
予
算
の

重
点
事
項
示
め
さ
れ
る

　
議
会
議
案
の
議
第
一
七
号
提
出
の
当

初
町
長
よ
り
四
十
二
年
度
に
お
け
る
予

算
の
重
点
を
細
部
に
わ
た
り
説
明
が
あ

り
、
本
年
度
行
政
の
骨
子
を
示
め
さ
れ

ま
し
た
。
以
下
そ
の
要
旨
を
か
』
げ
ま

す
。昭
和
四
十
二
年
度
松
代
町
予
算

の
重
点
事
項

　
昭
和
四
十
二
年
度
予
算
の
編
成
に
つ

い
て
は
、
町
行
政
の
円
滑
な
進
展
を
期

待
す
る
た
め
に
、
過
去
の
財
政
実
績
を

照
応
し
て
健
全
財
政
の
堅
持
に
努
め
る

と
共
に
役
場
庁
舎
の
新
築
完
成
の
翌
年

度
に
当
る
事
情
等
を
充
分
考
慮
の
上

L
山
間
地
農
村
の
振
興

乞
諸
施
策
の
内
で
特
に
要
望
の
強
い
町

　
道
の
新
設
改
良
、
農
道
の
開
設
助
成

よ
消
防
施
設
の
充
実

4
中
、
小
学
校
の
施
設
と
高
等
学
校
寄

　
宿
舎
の
増
築

与
住
民
の
労
力
負
担
及
び
経
費
負
担
の

軽
減
さ
れ
る
事
項

を
重
点
と
し
て
、
町
道
の
新
設
改
良
費

は
前
年
度
予
算
額
の
一
〇
八
％
、
農
道

開
設
助
成
費
、
消
防
施
設
費
は
五
〇
％

程
度
の
増
額
を
計
り
、
中
小
学
校
施
設

に
お
い
て
は
、
教
職
員
住
宅
の
新
築
、

生
徒
寄
宿
舎
の
整
備
、
非
常
階
段
の
増

設
等
を
計
画
し
、
高
等
学
校
に
つ
い
て

は
父
兄
の
要
望
さ
れ
て
い
る
寄
宿
舎
施

設
を
拡
充
し
て
現
在
収
容
定
員
八
○
名

を
一
．
四
八
名
収
容
に
増
強
す
る
よ
う
予

算
の
策
定
を
計
っ
た
も
の
で
す
。

　
過
去
の
財
政
実
質
に
ょ
り
ま
す
と
才

単位～4・円a召禾04，2年度予算才入曳出薬知9’7面表、〆

出
決
算
面
で
、
昭
和
三
十
九
年
度
の
総

計
一
五
三
二
八
二
千
円
に
対
し
、
昭
和

四
十
年
度
は
二
〇
七
一
〇
二
千
円
で
、

そ
の
増
加
額
は
五
三
八
二
〇
千
円
三
五

％
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
新

庁
舎
建
築
費
二
九
〇
五
八
千
円
を
差
引

き
し
ま
す
と
増
加
額
は
二
四
七
六
二
千

円
一
六
％
の
増
で
あ
り
、
又
昭
和
四
十

一
年
度
決
算
見
込
額
も
約
一
六
％
増
が

見
込
ま
れ
、
こ
れ
等
の
財
政
事
情
に
あ

る
こ
と
を
充
分
考
慮
し
て
、
本
年
度
予

算
の
規
模
は
こ
れ
に
従
い
、
実
質
一
六

％
程
度
の
増
額
を
以
っ
て
策
定
い
た
し

　
　
　
　
　
　
　
（
三
面
へ
続
く
）

県支出盆
分：担金

　
盆
債
金
税

入
越
村

庫
　
　
　
町

国
繰
　
繰
市

II生1り2柚
1，9？，千角

午千円

》千・内

弗
弗
弗
弗
弗

務
育
轟

総
畝
力
農

チ

9
4

弗
弗
弗
弗
弗
他

生
曼
　
公
ヵ

民



ま
し
た
。

又
昭
和
四
十
年
度
決
算
に
よ
り
ま
す
と

人
件
費
等
義
務
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
％

　
　
　
四
七
五
三
四
千
円

建
設
事
業
等
投
資
的
経
費

　
　
　
八
四
九
七
四
千
円

物
件
費
並
び
補
助
費
等

四
一
％

　
　
　
七
四
五
九
四
千
円
　
　
三
六
％

　
と
な
り
人
件
費
等
義
務
費
の
支
出
に

つ
い
て
は
充
分
財
政
的
考
慮
を
払
い
、

職
員
の
新
規
採
用
は
退
職
者
の
範
囲
内

に
と
ど
め
る
等
、
極
力
投
資
的
経
費
の

増
額
に
努
め
ま
し
た
。

　
類
似
団
体
と
の
比
較
で
は
、
町
税
収

入
が
約
二
六
％
程
度
低
く
、
地
方
交
付

税
で
七
％
程
度
高
く
、
又
人
件
費
は
低

く
、
投
資
的
経
費
は
同
比
率
の
程
度
に

な
っ
て
お
り
、
今
後
の
財
政
運
営
に
つ

い
て
は
更
に
検
討
を
要
す
べ
き
も
の
で

あ
り
、
起
債
並
び
に
税
外
負
担
等
が
研

究
課
題
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

歳入歳出予算事項別明細書

入＞＜歳

較！予算総額比本年度予算額1前年度予算額　比款

椚 柵 柵 ％

L市　町　村　税 29，814 28，652 L162 14．2

2．地方交付税 川，250 96，000 15，250 53．2

3・分担金及び負担金 7，172 5，753 1，419
　　　一

3．4

4．使用料及び手数料 785 859 △　　　74 0．4

5．国庫支出金 10，679 10，159 520 5．1

6．県　支　出　金 4，014 6，484 △　2，470 1．9

7．財　産　収　入 878 1，129 △　　251 0．4

8．寄　　附　　金 3，721 4，518 △　　797 1．8

9．繰　　越　　金 15，000 4，523 10，477 7．2了

10．諸　　収　　入 2，454 L523 931 1．2

11・繰　　入　　金 10，790 15，000 △　4，210 5．1

12．町　　　　　債 12，700 37，800 △25，100 6．1

歳　入合計 209，257 212，400 △5145 100．0

出＞＜歳

i　款
本年度予算額揃年度予算額

　　　　　　1
比　　較 予算維額比

2
2
7
4
5
6
2
0
7
7
9
8
1
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ほ

3
3
5
2
2
1
0
7
3
9
3
6
0
0

　
　
∩
∠
　
　
　
　
　
　
　
－
・
　
　
　
－
ー
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
n
U

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

％　　　　　　　　珊

　　　　2，049

△24，188
　　　　3，165

　　　　　837

　　　　　488

△　1，065
　　　　　　　3

　　　　7，841

　　　　2，372

△　3，041

　　　　3，242

　　　　5，154

　　　　　　　　0

△3，145

　　　　　　柵

　　4，720

72，668

　　82806

　　4，082

　　4，835

25，324

　　　　326

27，775

　　5，415

44，109

　　5，022

　　9，018

　　　　300

212，400

　　　　　　二冊

　　6，769

48，480

11，9ア1

　　4，919

　　5，323

24，259

　　　　329

35，616

　　7，787

41，068

　　8，264

14，172

　　　　300

209，257

費
費
費
費
費
舞
費
費
費
費
費
費
計
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①
議
会
費
は
六
七
七
万
円

②
総
務
費
は
四
八
四
八
万
円

　
　
主
な
事
業
内
容
は
一
般
管
理
費
と

　
し
て
一
四
〇
（
）
万
円
、
県
会
議
員
・

　
町
会
議
員
の
各
選
挙
費
と
し
て
一
六

　
二
万
円
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
又
松
代
高
等
学
校
の
寄
宿
舎
建
築
費

　
の
八
O
O
万
円
も
含
ま
れ
て
い
ま
す

0
民
生
費
は
一
一
九
七
万
円

　
主
な
る
も
の
は
、
保
育
所
費
の
一
五

　
六
万
円
、
季
節
保
育
所
費
の
八
三
万

　
円
。
な
お
本
年
度
は
室
野
に
へ
ぎ
地

　
保
育
所
の
設
置
を
み
る
こ
と
に
な
り

　
一
一
〇
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す

　
ま
た
国
民
年
金
事
務
費
は
三
九
万
円

　
災
害
救
助
費
は
三
二
万
円
と
な
っ
て

　
い
ま
す
。

④
衛
生
費
は
四
九
二
万
円

　
主
な
る
も
の
は
、
歯
科
治
療
台
購
入

　
の
九
二
万
円
で
、
他
に
予
防
費
と
し

　
て
各
種
の
予
防
接
種
薬
品
費
が
一
二

　
八
万
円
、
環
境
衛
生
費
と
し
て
五
八

　
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑤
労
彷
費
は
五
三
二
万
円
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蘭
般
会
計
予
算
と
主
な
施
行
事
業
経
費
と
負
担
金
㎜
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主
な
る
も
の
は
、
失
業
対
策
費
の
三

　
四
三
万
円
、
こ
れ
は
延
二
三
九
一
日

　
分
の
賃
金
と
割
砂
利
購
入
代
一
一
一

　
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
　
ま
た
酒
造
研
究
会
、
出
稼
組
合
な

　
ど
の
補
助
金
を
含
ん
だ
労
彷
諸
費
の

　
一
八
八
万
円
も
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す

⑥
農
林
業
費
は
二
四
二
六
万
円

　
主
な
る
も
の
は
、
農
業
振
興
費
と
し

　
て
二
六
七
万
円
、
こ
の
中
に
は
農
業

　
後
継
者
講
座
開
設
、
ラ
ジ
オ
農
業
学

　
校
の
開
設
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
町
内
各
地
に
動
力
散
粉
機
を
配

　
布
す
る
た
め
の
補
助
金
と
し
て
三
八

　
万
円
も
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
補
助
金
と
し
て
は
こ
の
他
に
、
た
ば

　
こ
耕
作
組
合
支
部
に
一
〇
万
円
、
協

　
業
養
蚕
推
進
事
業
と
し
て
二
〇
万
円

　
な
ど
、
町
内
産
業
振
興
も
広
範
囲
に

　
考
慮
さ
れ
た
予
算
が
く
ま
れ
て
い
ま

　
す
。
畜
産
業
費
は
一
七
一
万
円
で
貸

　
付
牛
買
上
費
六
〇
万
が
含
ま
れ
て
い

　
ま
す
。

　
　
ま
た
農
道
開
発
補
助
金
と
し
て
九

　
〇
〇
万
円
を
計
上
し
、
継
続
工
事
と

　
し
て
清
水
、
菅
刈
、
竹
所
、
苧
島
、

　
濁
、
新
事
業
と
し
て
孟
地
、
木
和
田

　
原
、
小
貫
、
会
沢
、
寺
田
、
田
野
倉

　
滝
沢
、
室
野
、
儀
明
な
ど
の
各
地
内

　
延
六
九
五
五
米
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

　
す
。

　
　
林
業
振
興
費
は
福
島
林
道
開
設
工

　
事
費
を
含
ん
だ
三
一
一
万
円
が
計
上

　
さ
れ
て
い
ま
す
。

0
商
工
会
費
は
三
三
万
円

　
町
商
工
会
の
補
助
費
で
す
。

⑧
土
木
費
は
三
五
六
一
万
円

　
主
な
る
も
の
は
町
道
敷
砂
利
等
を
含

　
め
た
道
路
維
持
費
の
七
一
三
万
円
、

　
雪
中
道
踏
委
詫
料
と
し
て
六
三
万
円

　
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
道
路

　
新
設
改
良
費
は
一
一
七
六
万
円
で
、

　
田
野
倉
儀
明
線
、
松
代
海
老
東
山
線

　
田
野
倉
筋
平
小
貫
線
、
室
野
儀
明
線

　
草
生
水
中
学
校
線
、
海
老
居
村
線
、

　
千
年
大
荒
戸
線
、
蓬
平
居
村
線
、
菅

　
刈
居
村
線
、
竹
所
居
村
線
、
桐
山
居

　
村
線
、
室
野
山
平
線
、
名
平
寺
田
線

　
清
水
居
村
線
、
莇
平
居
村
線
、
蒲
生

　
病
室
線
な
ど
一
六
路
線
が
計
上
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副

　
て
い
ま
す
。
ま
た
橋
梁
新
設
改
良
費

　
で
は
家
の
下
橋
（
諏
訪
峠
地
内
）
。

　
辺
地
対
策
費
と
し
て
孟
地
荒
瀬
線
も

　
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑨
消
防
費
は
七
七
八
万
円

　
こ
れ
は
防
火
水
槽
、
消
防
道
路
な
ど

　
の
補
助
が
主
で
二
八
八
万
円
、
こ
の

　
他
に
消
防
施
設
費
と
し
て
四
三
三
万

　
円
が
計
上
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
三
台

　
の
購
入
費
一
四
五
万
円
も
あ
げ
ら
れ

　
て
い
ま
す
。

　
尚
団
員
の
報
酬
費
は
九
八
万
円
で
す

⑩
教
育
費
は
四
一
〇
六
万
円

　
主
な
る
も
の
は
小
学
校
費
の
一
九
四

　
八
万
円
、
中
学
校
費
の
一
一
四
一
万

　
円
で
す
。
こ
の
中
、
小
学
校
関
係
で

　
は
室
野
教
員
住
宅
建
築
費
、
小
屋
丸

　
分
校
住
宅
増
築
工
事
費
が
含
ま
れ
中

　
学
校
関
係
に
は
、
松
代
中
学
校
屋
体

　
床
張
替
費
、
孟
地
中
学
校
寄
宿
舎
改

　
修
工
事
費
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す

　
ま
た
社
会
教
育
費
は
三
〇
四
万
円
で

　
こ
の
中
に
部
落
公
民
館
設
備
補
助
金

　
も
計
上
さ
れ
、
町
民
の
利
用
し
や
す

　
い
施
設
を
考
え
て
い
ま
す
。

⑪
災
害
復
旧
費
は
八
二
六
万
円

　
こ
れ
は
町
単
独
災
害
復
旧
費
と
し
て

　
四
一
八
万
円
を
計
上
、
こ
の
中
昭
和

　
四
一
年
度
災
害
復
旧
費
（
主
と
し
て

　
小
屋
丸
地
内
）
の
三
四
三
万
円
が
あ

　
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
他
に
農
林
施
設

　
の
災
害
復
旧
費
と
し
て
四
八
万
円
、

　
地
す
べ
り
移
転
家
屋
補
助
が
一
〇
万

　
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
公
債
費
は
一
四
一
七
万
円

　
こ
れ
は
債
元
金
償
還
金
が
主
な
も
の

　
で
七
三
三
万
円
、
他
に
償
還
金
利
子

　
が
六
七
五
万
円
で
す
。

⑧
予
備
費
は
三
〇
万
円

　
こ
れ
は
昨
年
度
の
予
算
額
と
同
じ
で

　
す
。

　
以
上
が
主
な
る
施
行
事
業
の
内
容
と

事
業
経
費
で
す
が
、
昨
年
度
の
予
算
よ

り
総
額
に
お
い
て
三
一
四
万
円
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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昭
和
四
十
二
年
度
松
代
町
の
各

種
特
別
会
計
も
議
決

　
　
　
H
直
診
事
業
会
計
も
決
る
聾

　
昭
和
四
十
二
年
度
松
代
町
国
民
保
険
・

事
業
特
別
会
計
予
算
は
一
般
会
計
予
算

議
決
の
あ
と
に
提
出
、
議
決
さ
れ
ま
し

た
。
予
算
総
額
八
二
七
八
一
千
円
で
、

こ
れ
は
、
咋
年
度
の
七
五
三
九
四
千
円

に
く
ら
べ
七
三
八
七
千
円
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
尚
国
保
事
業
の
概
要
は
上

　
　
　
　
　
　
　
表
の
通
り
で
主
な
る

昭和42年度 昭和41年度

被保険者数 9，441人 9，500人

受　　診　　率 285．70％ 265％
1件当費用額 2，676円 2，560円

保険税1世帯当 12，000円 10，000円

業
特
別
会
計
は
、

こ
れ
も
昨
年
度
の

比
べ
二
二
三
七
千
円
の
増
で
、

も
の
は
家
畜
共
済
勘
走
の
一
三
一
九
千

円
（
引
受
頭
数
六
四
〇
頭
）
、
農
作
物
共

済
勘
定
七
八
二
二
千
円
を
み
て
あ
り
ま

す
。
ま
た
蚕
繭
共
済
勘
定
は
二
七
七
千

円
で
す
。

も
の
は
、
療
養
給
付

費
の
七
二
一
七
二
千

円
で
す
。

　
ま
た
松
代
町
直
診

事
業
特
別
会
計
は
総

予
算
八
九
一
四
千
円

で
こ
れ
は
昨
年
度
に

く
ら
べ
て
五
一
四
千

円
の
増
に
な
っ
て
い

ま
す
。
主
な
も
の
は

医
療
費
で
三
一
四
〇

千
円
で
す
。

　
な
お
農
業
共
済
事

一
三
三
〇
四
千
円
で

二
〇
六
七
千
円
に

　
　
　
　
　
主
な
る

、
ー
ー
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